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主な内容　p2医療福祉　p3国民年金　p4区長紹介　p5-7人間ド
ック・脳ドック、市県民税、光ファイバー誘致ほか　p12うまいも
ん　p13イナビト　折込：環境美化の日／霞ヶ浦清掃大作戦など

表紙　5月6日に行われた、あず
まミルキークーン「田植祭」の一
コマです。（関連記事p11）
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制
度
改
正
の
内
容

医
療
福
祉
費
請
求
書
（
ピ
ン
ク

の
用
紙
）の
廃
止

７
月
診
療
分
か
ら
医
療
福
祉
費

請
求
書
（
ピ
ン
ク
の
用
紙
）
が
廃

止
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。７

月
１
日
よ
り
県
内
の
医
療
機
関

に
か
か
る
場
合
に
は
、
受
給
者

証
（
白
い
カ
ー
ド
）
と
健
康
保
険

証
を
提
示
す
れ
ば
よ
く
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
妊
産
婦
の
方
に
つ

い
て
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
妊
産
婦
医
療
福
祉
費
請
求

書
（
ブ
ル
ー
の
用
紙
）
を
１
医
療

機
関
ご
と
に
月
１
枚
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
の
変
更

今
回
の
改
正
に
よ
り
７
月
か
ら

受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す
。新

し
い
受
給
者
証
を
６
月
中
に
該

当
者
に
郵
送
し
ま
す
の
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

定
期
更
新

一
人
親
家
庭
の
親
子
・
重
度
心

身
障
害
者
の
受
給
者
の
方
は
、

６
月
30
日
を
も
っ
て
有
効
期
限

が
満
了
し
ま
す
。引
き
続
き
受

給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、
新
し

い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の

で
健
康
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
記
号
・
番
号
と
違
い
が
な

い
か
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
証
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
総
合
窓

口
課
（
桜
川
庁
舎
は
保
険
課
医
療

福
祉
係
）
で
更
新
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

医療福祉制度が7月より変わります

医療福祉制度とは、乳幼児・妊産婦・母子家庭の母子・父子家庭
の父子・重度心身障害者の方が必要とする医療を容易に受けら
れるよう、健康保険で医療機関にかかった自己負担分の費用を
茨城県と市で、公費負担するものです。（入院時の食事代や保険で
扱われない費用については本人の負担）

この制度が７月から改正され、利用する場合の手続きが簡略化
されます。
保険課医療福祉係（桜川庁舎）029-892-2000（内線4600）

受給者証も変わり、より利用しやすくなります

受給者区分 所得制限 支給が受けられる対象者 自己負担金

妊産婦
（償還払い）

393万円
扶養親族1人につ
き30万円加算（老
人36万円加算）

妊娠届出日（母子健康手帳交付日）の月の初日から出産の翌月末日
まで 医療機関ごとに

外来１日：600円
（月２回限度）
入院１日：300円

（月3,000円限度）

※保険薬局は自己
負担なし

乳児
幼児

出生の日から未就学児（小学校入学直前の3月31日まで）

母子家庭の母子
父子家庭の父子

301万6千円
扶養親族1人につ
き38万円加算（老
人48万円加算）

父または母親のいない家庭で、18歳未満の子供を扶養してい
る父親または母親及びその子供。

※子が18歳になる学年まで（子が重度障害者の場合は20歳まで）

重度心身障害者 1,000万円未満

身体障害者手帳１, ２級および３級の内部障害者に該当する方。
養育手帳の判定がⒶまたはＡに該当される方。
身体障害者手帳３級の障害に該当し、かつ養育手帳でＢの判定
を受けている方。
国民年金、厚生年金等の障害年金が１級に該当する方。

自己負担なし

免
除
制
度
な
ど
の
内
容

保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

に
は
、「
法
廷
免
除
」と「
申
請

免
除
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
「
法
廷
免
除
」
は
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
人
や
障
害
年
金
の
受
給
権

が
あ
る
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、

届
け
出
れ
ば
免
除
と
な
り
ま
す
。

免
除
が
認
め
ら
れ
て
も
、
全
額

免
除
以
外
の
人
は
減
額
さ
れ
た

保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。

納
め
忘
れ
る
と
、
未
納
扱
い
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
免
除
期
間
分
の
老
後
の
年
金

額
は
追
納
が
な
け
れ
ば
減
額
さ

れ
ま
す
。

　
免
除
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年

６
月
ま
で
で
、
申
請
が
遅
れ
て

も
７
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
毎
年
、
所
得
の
申
告
は

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

原
則
と
し
て
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
が
、
全
額
免
除
に
つ
い

て
は
申
請
時
に
「
継
続
申
請
」

を
希
望
す
る
と
、
翌
年
度
か
ら

は
本
人
の
申
請
手
続
き
が
不
要

に
な
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

20
歳
台
の
若
者
本
人
お
よ
び
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
を

後
払
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。追

納

追
納
し
ま
し
ょ
う

保
険
料
免
除
（
全
額
・
４
分
の

７月から多段階免除制度がはじまります

みなさんの保険料負担能力に、よりきめ細かく対応するため、
７月１日から国民年金の免除制度が４段階になります。これを
「多段階免除制度」といい、全額・４分の３・半額・４分の１の免
除となります。
国民年金の保険料を納めるのに困ったら、未納のままにせず免
除制度をご利用ください。
土浦社会保険事務所☎029-822-3940
保険課年金係（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線4609）

国民年金の免除制度がもっと利用しやすくなります

３
・
半
額
・
４
分
の
１
）・
納
付

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
で

10
年
以
内
の
期
間
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
れ
を
追
納
と

い
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
・
納
付
猶
予

を
受
け
て
３
年
目
か
ら
当
時
の

保
険
料
に
加
算
金
が
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
早

く
「
追
納
」
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

手
続
き
は
、
土
浦
社
会
保
険
事

務
所
で

免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
＝
学
生
納
付
特
例
期
間
よ
り

も
前
の
保
険
料
免
除
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
前
の
免
除
期
間
を

優
先
し
て
納
め
る
か
、
学
生
納

付
特
例
期
間
を
優
先
し
て
納
め

る
か
、本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
を
受
け
た
期
間
の
み
の
場

合
＝
免
除
を
受
け
た
期
間
ど
う

し
、
学
生
納
付
特
例
期
間
ど
う

し
の
場
合
に
は
、
古
い
期
間
か

ら
、
順
次
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

制度 申請できる年齢
前年所得の審査
対象となる人

承認期間に納付
する保険料

将来老齢基礎年金
をもらうときには

全額免除 20歳〜60歳未満
本人、配偶者、世
帯主

月額0円
承認期間は３分の
１の金額が反映

４分の３免除 20歳〜60歳未満
本人、配偶者、世
帯主

月額3,470円
承認期間は２分の
１の金額が反映

半額免除 20歳〜60歳未満
本人、配偶者、世
帯主

月額6,930円
承認期間は３分の
２の金額が反映

４分の１免除 20歳〜60歳未満
本人、配偶者、世
帯主

月額10,400 円
承認期間は６分の
５の金額が反映

納付猶予 20歳〜30歳未満 本人、配偶者 月額0円
承認期間の金額へ
の反映はなし

■免除と納付猶予はここが違う

電話での年金相談は、
「ねんきんダイヤル」へ

社会保険庁では、年金に
関する電話での相談をお
受けする「ねんきんダイ
ヤル」のサービスを行っ
ています。

年金請求などの相談
☎0570-05-1165
年金を受けている方の相談
☎0570-07-1165
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特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
害
児
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

請
求
認
定

社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
内
）

で
請
求
の
手
続
き
を
し
、
県
知

事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。▽
提
出
書
類
：
①
認

定
請
求
書
②
診
断
書
③
戸
籍
謄

（
抄
）本
④
住
民
票

所
得
状
況
届

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
7
月
下

旬
に
所
得
状
況
届
の
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
に
よ
り
、
8
月
分
以
降

の
手
当
の
支
給
が
決
ま
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
送
付
の
際
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）
▽
提
出
書
類
：
所

得
状
況
届

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
１
１
）

支
給
対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
に

お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
、
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
。（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

り
）な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
児

童
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
と

合
わ
せ
て
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

手
当
の
額

児
童
１
人
に
つ
き（
月
額
）

１
級
＝
５
万
７
５
０
円

２
級
＝
３
万
３
８
０
０
円

※
1
級
＝
身
体
障
害
手
帳
１
、

２
級
程
度
ま
た
は
療
育
手
帳
Ⓐ
、

Ａ
程
度
▽
２
級
＝
身
体
障
害
者

手
帳
３
級
程
度
ま
た
は
療
育
手

帳
Ｂ
程
度

支
給
日

年
３
回（
４
月
、８
月
、11
月
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
の
父
母
、
あ
る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こんなときは手続きが必要になります

児童を監護しなくなった、児童が福祉施設等に入所したなど、支給要件に該当しなく
なったとき。

資格喪失届

児童の障害認定期間（有期）が到来するとき。この場合は届出通知を送付します。 障害状況届

住所を変更したとき、支給要件に該当する児童が増えたとき、児童の障害の程度に変
化があったとき。

その他の届

市
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す

　
定
率
減
税
の
引
き
下
げ
な
ど

17
年
１
月
１
日
に
65
歳
に
な
っ

て
い
た
方
（
昭
和
15
年
１
月
２

日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
で
あ
る
方
は
次
の
減
額
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

・
18
年
度
分
＝
所
得
割
と
均
等

割
の
税
額
の
３
分
の
２
を
減
額

・
19
年
度
分
＝
所
得
割
と
均
等

割
の
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額

妻
の
均
等
割
経
過
措
置

の
廃
止

市
県
民
税
均
等
割
の
納
税
義
務

を
負
う
夫
と
生
計
を
一
に
し
、

夫
と
同
一
市
町
村
内
に
住
所
を

有
す
る
妻
に
つ
い
て
の
経
過
措

置
が
廃
止
と
な
り
、
４
千
円
と

な
り
ま
す

お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
市
県
民
税
の
納
付

書
は
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
４
）

定
率
減
税
の
額
引
き
下
げ

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
定
率

減
税
が
次
の
よ
う
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。 

65
歳
以
上
の

非
課
税
措
置
の
廃
止

年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
に
対
す
る
個
人
住

民
税
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。こ
の
改
正
は
平
成
18

年
度
分
以
後
の
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
、

17年度
個人住民税所得割額の
15％相当額（限度額4万円）

18年度
個人住民税所得割額の
7.5％相当額（限度額2万円）

19年度 廃止

平成18年度の行政区長をご紹介します
行政区と市とのパイプ役です

１
：
渡
邉
忠
次
▽
沼
田
第
２
：

和
泉
吉
昭
▽
沼
田
台
：
秦
孝
志

▽
小
羽
賀
：
大
竹
芳
明
▽
時

崎
：
木
野
内
清
▽
下
蒲
ケ
山
：

栗
山
眞
一
▽
上
蒲
ケ
山
：
伊
藤

隆
夫
▽
月
出
里
：
吉
田
一
▽
花

指
：
山
田
守
治
▽
佐
倉
南
部
：

坂
本
裕
和
▽
佐
倉
北
部
：
木
村

忠
男
▽
鳩
崎
本
郷
：
黒
田
廣
文

▽
野
原
：
糸
賀
信
雄
▽
信
太
古

渡
：
平
山
貞
夫
▽
岡
：
吉
原
功

▽
須
賀
：
根
本
春
吉
▽
椎
塚
：

中
澤
洋
▽
駒
塚
：
石
井
德
治
▽

桑
山
：
篠
田
茂
樹
▽
南
ケ
丘
：

黒
木
和
孝

【
新
利
根
地
区
】

▽
寄
居
：
関
川
正
城
▽
寺
地
：

内
藤
晴
義
▽
新
利
根
新
宿
：
幸

田
勝
夫
▽
九
軒
：
池
田
博
▽
戌

渡
：
岡
田
篤
義
▽
伊
崎
太
田
新

田
：
針
ヶ
谷
昭
一
郎
▽
角
崎
狸

穴
：
小
林
仁
▽
中
山
：
鈴
木
安

秋
▽
曽
根
：
小
菅
康
平
▽
伊
佐

津
：
菅
野
匡
一
▽
太
田
上
：
古

沢
勝
人
▽
太
田
下
：
坪
井
和
夫

▽
寺
内
：
篠
田
勝
美
▽
小
野: 

海
老
澤
一
夫
▽
堀
川
：
武
田
和

生
▽
桑
山
新
田
：
中
山
和
昭
▽

根
本
１
区
：
足
立
幸
一
▽
根
本

２
区
：
岡
野
尚
男
▽
根
本
３

区
：
鴻
巣
勝
男
▽
根
本
４
区
：

太
田
伸
男
▽
根
本
５
区
：
中
村

昭
▽
根
本
６
区
：
本
橋
義
視

【
桜
川
地
区
】

▽
神
落
：
濱
田
欣
次
▽
尾
島
：

渡
辺
正
美
▽
東
前
原
：
黒
田
好

一
▽
前
原
：
髙
木
清
實
▽
小
舟

戸
：
髙
須
正
徳
▽
原
口
：
宮
本

源
一
▽
和
田
：
磯
修
▽
柳
縄

一
：
久
松
博
▽
柳
縄
二
：
濵
田

照
夫
▽
仲
郷
：
渡
辺
一
人
▽
前

浦
：
髙
須
泉
▽
東
戸
崎
：
幸
塚

全
基
▽
西
戸
崎
：
山
下
清
▽
西

の
洲
：
小
貫
康
男
▽
須
賀
津
：

栗
山
洋
一
▽
甘
田
：
平
野
由
雄

▽
四
箇
：
根
本
庄
一
▽
阿
波
：

富
澤
富
生
▽
神
宮
寺
：
野
口
晴

夫
▽
柏
木
：
根
本
文
彦
▽
羽

生
：
永
長
忠
▽
堀
之
内
：
諸
岡

文
雄
▽
桜
川
田
宿
：
高
柳
竹
雄

▽
桜
川
本
宿
：
梅
澤
勝
久
▽
古

渡
岡
：
中
山
利
一
▽
飯
出
：
根

本
一
夫
▽
三
次
：
糸
賀
清
▽
馬

渡
：
坂
本
欣
也

【
東
地
区
】

▽
東
１
区
（
余
津
谷
・
清
久
島
・

橋
向
）
：
根
本
博
▽
東
２
区（
押

砂
）
：
木
内
昌
秀
▽
東
３
区（
曲

渕
・
四
ツ
谷
・
六
角
）
：
大
野
喜

宏
▽
東
４
区
（
結
佐
）
：
増
田

義
一
▽
東
５
区
（
佐
原
組
新
田
・

手
賀
組
新
田
・
大
重
）
：
石
川
賢

▽
東
６
区（
八
筋
川・境
島・大
島・

三
島
）
：
坂
本
剛
▽
東
７
区（
西

代
・
佐
原
下
手
）
：
根
本
治
▽
東

８
区
（
上
之
島
・
石
納
）
根
本
忠

▽
東
９
区
（
上
須
田
）
：
黒
田

新
一
▽
東
10
区
（
伊
佐
部
）
：

黒
田
和
雄
▽
東
11
区
（
阿
波

崎
）
：
岩
崎
昭
一
▽
東
12
区（
下

須
田
）
：
黒
田
一
夫
▽
東
13
区

（
釜
井
）
：
鳥
羽
幸
夫
▽
東
14

区
（
本
新
）
：
井
上
敬
義
▽
東

15
区
（
幸
田
）
：
田
谷
富
久
治

▽
東
16
区
（
脇
川
・
中
島
・
平

須
）
：
平
山
與
衛
▽
東
17
区（
福

田
）
：
板
橋
春
彦
▽
東
18
区（
市

崎
）
：
糸
賀
藤
夫
▽
東
19
区（
町

田
・
東
大
沼
）
：
篠
原
政
夫
▽

東
20
区（
清
水
・
町
田
新
田
・
清
水

新
田
）
：
平
野
一
美
▽
東
21
区

（
光
葉
）
：
長
岡
健
次

【
江
戸
崎
地
区
】

▽
門
前
第
１
：
松
本
勝
正
▽
門

前
第
２
：
中
川
洋
一
▽
江
戸
崎

田
宿
：
桜
井
庄
一
▽
新
山
：
川

口
勝
己
▽
戸
張
：
鴻
野
信
▽
江

戸
崎
新
宿
：
貝
塚
由
起
則
▽

浜
：
福
本
恒
夫
▽
江
戸
崎
本

宿
：
市
川
茂
▽
荒
宿
：
三
ツ
井

洋
平
▽
大
宿
：
宮
本
利
治
▽
天

王
：
丘
野
敏
行
▽
根
宿
：
石
川

和
男
▽
切
通
：
渡
辺
一
郎
▽
西

町
：
岡
本
秀
幸
▽
犬
塚
本
郷
：

小
嶋
文
夫
▽
荒
野
：
中
澤
繁
▽

稲
波
：
藤
田
稔
▽
小
角
：
櫻
井

純
夫
▽
上
君
山
：
吉
田
紘
▽
下

君
山
：
飯
田
藤
樹
▽
松
山
：
岡

野
光
志
▽
羽
賀
：
増
田
三
喜
雄

▽
村
田
：
淺
野
利
夫
▽
沼
田
第

区
長
は
、
地
区
の
要
望
を
市
に
伝
え
た
り
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、
地
区
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
紙
な
ど
市
か
ら
の
配
布
物
を
地
区
の
皆
さ
ん
に
配
っ
た
り
、

霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦
や
市
の
行
事
の
お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
各
行
政
区
の
区
長
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

●
稲
敷
市
総
務
課
庶
務
係
（
江
戸
崎
庁
舎
）
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
２
０
９
）
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人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら
せ

　
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

病
気
や
障
害
を
で
き
る
だ
け
早

期
に
発
見
し
治
療
を
行
う
た
め
、

ま
た
将
来
、
病
気
を
招
く
可
能

性
や
傾
向
を
把
握
し
て
病
気
の

予
防
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
で
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
料
金
へ
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
分
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
者
・
条
件

○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
の

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方

○
年
齢
が
満
30
歳
以
上
の
方

○
人
間
ド
ッ
ク
か
脳
ド
ッ
ク
の

い
ず
れ
か
１
ド
ッ
ク
（
２
年
続

け
て
の
脳
ド
ッ
ク
は
不
可
）

助
成
金
額

一
律
１
人
２
万
５
千
円
（
後
日
、

市
よ
り
病
院
へ
支
払
い
ま
す
。）

申
込
方
法

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁

指定医療機関名 電話番号 ドック種目
牛久愛和総合病院（牛久市） tel.029-873-3111 人間・脳ドック
つくばセントラル病院（牛久市） tel.029-872-1771 人間・脳ドック
鳥越クリニック（牛久市） tel.029-874-8823 人間・脳ドック
筑波メディカルセンター（つくば市） tel.029-856-3500 人間・脳ドック
筑波胃腸病院（つくば市） tel.029-874-3321 人間ドック
取手協同病院健康管理センター（取手市） tel.0297-74-5551 人間・脳ドック
取手北相馬保健医療センター医師会病院（取手市） tel.0297-71-9500 人間・脳ドック
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター（阿見町） tel.029-887-1161 人間・脳ドック
土浦協同病院農村健康管理センター（土浦市） tel.029-826-3221 人間ドック
宮本病院（稲敷市幸田） tel.0299-79-2114 人間ドック
白十字総合病院健診センター（神栖市） tel.0299-93-1779 人間・脳ドック
龍ケ崎済生会病院（龍ケ崎市） tel.0297-63-7111 人間ドック
秋本脳神経外科（龍ケ崎市） tel.0297-64-3311 脳ドック

別表1：助成対象ドック実施医療機関

安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り

　
県
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

茨
城
県
警
で
は
、
学
校
や
地
域

で
の
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

と
非
行
防
止
を
目
的
に
「
茨
城

県
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
県
内
28
警
察
署
に
配
置

し
、
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
稲
敷
警
察
署
に
も
１
名
の
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
配
置
さ

れ
、
学
校
の
施
設
・
設
備
な
ど

の
点
検
や
助
言
、
学
校
周
辺
の

パ
ト
ロ
ー
ル
、
子
ど
も
の
犯
罪

被
害
防
止
策
の
支
援
、
少
年
非

行
防
止
に
関
す
る
助
言
指
導
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
フ
ァ
イ
バ
を

　
市
全
域
で
署
名
活
動
開
始

意
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
①

氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、企
画
課
ま
で

説
明
会

誘
致
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。署
名
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
稲
敷
IT
推

進
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。ま
た
は
電
話
で
企
画
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
IT
推
進
会
事
務
局
HP　

w
w

w
.inashiki-it.com

●
稲
敷
市
企
画
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
６
４

９
（
直
通
）
／
HPw

w
w

.city. 
inashiki.lg.jp

／
Ｅ
メ
ー
ル

hikari@
city.inashiki.

ibaraki.jp

市
に
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
を
引
こ

う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

を
行
っ
て
き
た
稲
敷
IT
推
進
会

で
は
、
市
全
域
を
対
象
と
し
た

誘
致
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
市
内
で
は
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
が
利
用
で
き
な
い
地

域
や
、
利
用
で
き
て
も
速
度
が

出
な
い
地
域
が
多
く
、
市
全
域

で
１
９
０
０
件
の
署
名
（
仮
申

込
書
）
を
集
め
る
こ
と
に
よ
り
、

光
フ
ァ
イ
バ
回
線
を
提
供
し
て

頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
署
名
の
対
象
地
区
は
稲
敷
市

全
域
で
す
。市
全
域
で
光
フ
ァ

イ
バ
回
線
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

署
名
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

署
名
方
法

▽
署
名
（
仮
申
込
書
）
＝
仮
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

市
役
所
各
庁
舎
や
公
共
施
設
な

ど
に
設
置
し
て
あ
る
署
名
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。仮
申
込
書
は
全
戸
配
布
を

予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
回

収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
に
も
用

ど
、活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
も
、
ス
ク

ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
。子
ど
も
た
ち
に
関

わ
る
不
穏
な
情
報
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
学
校
教
育
課
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
６
０
１
／
３
８
０
１
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
完
成

新
利
根
つ
ば
さ
保
育
園
内
に

現
在
の
活
動
状
況

登
録
者
数
が
50
組
を
超
え
、
よ

り
一
層
の
子
育
て
の
輪
が
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
活
動
は
０
〜
１
歳
、
１
〜
２

歳
、
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
と
、

年
齢
別
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
よ
い
情
報
交
換
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
方
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

事
業
内
容

①
育
児
講
座

育
児
の
専
門
家
に

よ
る
子
育
て
講
座

②
育
児
相
談
＝
保

育
士
、
栄
養
士
、

看
護
師
に
よ
る
育

児
に
関
す
る
相
談

を
受
付
け
て
い
ま

す
。電
話
や
面
接
、

直
接
訪
問
な
ど
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
新
利
根
つ
ば
さ
保
育

園
内
に
「
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
４
月
よ

り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。こ

の
施
設
は
日
本
自
転
車
振
興
会

の
競
輪
補
助
事
業
と
し
て
建
設

が
行
わ
れ
、
地
域
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ご
家
庭

の
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
し

ま
す
。

舎
は
保
険
課
）で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。審
査
後
、
保
険
課
よ

り
助
成
金
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
。そ
の
後
、
ご
自
分
で
医

療
機
関（
別
表
１
）に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
予
約
の
際
、受
給

者
証
の
受
給
者
番
号
を
聞
か
れ
ま

す
。受
診
当
日
は
受
給
者
証
を
病

院
に
提
出
し
、
自
己
負
担
分
を
支

払
い
ま
す
。）

※
現
在
、
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
は
医
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、
妊
娠
中
の
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保

険
係
（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
０
７
）③

子
育
て
だ
よ
り
の
発
行

④
関
係
機
関
と
の
連
携

保
健
セ
ン
タ
ー
や
病
院
と
連
携

し
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て

支
援
。

⑤
情
報
発
信

⑥
一
時
保
育

０
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん

を
対
象
に
一
時
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

⑦
保
育
園
体
験

⑧
サ
ー
ク
ル
支
援

親
子
サ
ー
ク
ル
に
、
遊
び
方
の

紹
介
や
運
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑨
園
庭
開
放

毎
週
火
曜
か
ら
金
曜
（
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）は
園
庭
を
開
放

し
て
い
ま
す
。ま
た
、
７
月
８

月
は
プ
ー
ル
を
開
放
し
て
い
ま

す
。（
午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
２

時
30
分
）

⑩
設
定
活
動

リ
ズ
ム
体
操
遊
び
、
園
外
活
動
、

親
子
制
作
な
ど

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
新
利
根
つ
ば
さ
保
育
園
内
）☎
０

９
０
︲
２
２
１
０
︲
７
３
５
５



広報稲敷 平成18年6月号　89　広報稲敷 平成18年6月号

■休日診療当番医
６月４日（日） いなしきクリニック(蒲ケ山)tel.029-892-3372
  かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
  三石内科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-2234
  秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
６月11日（日） 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
  おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
  細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
  菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
６月18日（日） 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
  湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
  山本医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3348
  斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
６月25日（日） 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
  宮崎こどもクリニック（阿見）tel.029-891-3000
  兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
  みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
７月２日（日） 江戸崎眼科医院（佐倉）tel.029-892-0262
  美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
  池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
  飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
７月９日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
  河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
  村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-3380
  牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■交通事故相談
日時：6月21日（水）午前10時から午後3時まで／会場：茨
城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　江戸崎庁舎第2駐車場奥=6月8日

（木）、22日（木）午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。6月12日（月）午前8時30分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝6月20日（火）／桜川庁舎＝6月21（水）時間：
午後1時〜4時
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

■心配ごと相談
申込：予約制／無料／時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝6月29日（木）　▽ふれあいセンター＝6
月15日（木）　▽桜川庁舎＝6月8日（木）　▽東庁舎分庁舎2
階＝6月22日（木）

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝6月29日（木）　▽ふれあいセンター＝6
月15日（木）　▽桜川庁舎＝6月8日（木）▽東庁舎分庁舎2階
＝6月22日（木）

■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝6月29日（木）　▽ふれあいセンター＝6
月15日（木）　▽桜川庁舎＝6月8日（木）　▽東庁舎分庁舎2
階＝6月22日（木）

●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日程：6月15日（木）・20日（火）午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センターほか／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日程：6月15日（木）＝江戸崎体育館、6月20日（火）＝桜川
地区児童クラブ室（古渡小内）／時間：午前10時〜正午
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■6月の納税（納期限：6月30日（金））
市県民税：1期、介護保険料：2期、国民健康保険税：2期

informationくらしと情報 informationくらしと情報

税
務
職
員
募
集

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

適
正
な
課
税
を
維
持
し
、
ま
た

租
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、

国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な

ど
の
事
務
を
行
う
税
務
職
員
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格
：
昭
和
61
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
／
受
付
期
間
：
６
月

20
日(

火)

〜
６
月
27
日(
火)

／
申
込
書
提
出
先
：
人
事
院
関

東
事
務
局
（
〒
３
３
０
︲
９
７
１

２
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
１
︲
１
）
／
試
験
日
：
第

１
次
＝
９
月
３
日(

日)

、
第
２

次
＝
10
月
12
日(

木)

〜
19
日(

木)

の
い
ず
れ
か
１
日
／
合
格

者
発
表
：
第
１
次
＝
10
月
５
日

（
木
）、
第
２
次
＝
11
月
９
日

（
木
）

●
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係
☎
０
４
８
︲
６
０
０

︲
３
１
１
１
（
内
線
２
０
９
５
、

２
０
９
７
）

土
砂
災
害
防
止
月
間

６
月
１
日
か
ら
30
日

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
明
る
い
家

庭
と
安
心
し
て
住
め
る
国
土
を

守
る
た
め
に
は
、
砂
防
工
事
だ

け
で
は
な
く
「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
し

っ
か
り
持
ち
、
そ
れ
が
実
践
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。次
の
状
態
の
と
き
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

土
石
流

「
山
鳴
り
」と
い
っ
て
、
山
全
体

が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が

す
る
時
／
川
の
流
れ
が
急
に
濁

っ
た
り
、
木
が
流
れ
て
き
た
時

／
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
が
減
っ
て
い
る
時

地
す
べ
り

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
時

／
地
面
の
一
部
が
へ
こ

ん
だ
り
、
盛
り
上
が
っ

た
時
／
池
や
沼
の
水
の

量
が
、
急
に
変
わ
っ
た

時
／
井
戸
の
水
が
濁
っ

た
時

が
け
崩
れ

が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ

バ
ラ
と
落
ち
て
き
た
時

／
が
け
に
割
れ
目
が
で

き
た
時
／
が
け
か
ら
水

が
湧
き
出
て
き
た
時

●
茨
城
県
土
木
部
河
川

課
ダ
ム
砂
防
室
☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
４
４
９

５

子育てカレンダー
■地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）

日程 内容 会場 定員
6月1日（木） りすちゃん広場（0〜1歳） つ 15組
6月8日（木） 保育園給食体験 つ 12組
6月13日（火） サロンの日、相談日 つ どなたでも
6月16日（金） うさちゃん広場（1〜2歳） つ 15組
6月21日（水） くまちゃん広場（2歳〜） つ 15組
6月22日（木） 応急手当講座 つ 12組
6月27日（火） サロンの日、相談日 つ どなたでも
6月30日（金） ムーブメント（2歳〜） つ 15組

■ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
6月6日（火） ふれあい遊び 二 30組

■あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程 内容 会場 定員
6月21日（水） はみがき指導 桜保 30組

会場：つ＝つばさ保育園／ニ＝江戸崎第ニ保育所／桜保＝桜川
保育所

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 6月26日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 6月26日（月）午後１時〜
太極拳教室 6月14日（水）午後1時30分〜
生花教室 6月15日（木）午後１時30分〜
手話愛好会 6月16日（金）午後７時〜
カラオケ教室 火・土曜午後１時30分〜
絵手紙教室 6月28日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会 6月7日（土）午前10時30分〜
囲碁教室 月曜午後１時〜

発生件数：19（119）
　負傷者：24（154）
　　死者：0（3）
※4月1日〜30日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,251人（-52）
　　男：24,399人（-14）
　　女：24,852人（-38）
世帯数：15,021（-9）
※5月1日現在。かっこは前月比

案内

an
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16
日
が
行
わ
れ
ま
し
た
。雨
模
様
の
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
色
と
り
ど

り
に
咲
い
た
約
20
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
華
や
か
に
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
石
原
洵
子
さ
ん
や
鳴
海
聖

子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
恒
例
の
モ
デ

ル
撮
影
会
な
ど
も
行
わ
れ
訪
れ
た
人
達

は
稲
敷
市
の
春
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

4
ミ
ル
キ
ー
ク
ー
ン「
田
植
祭
」

「
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク
ー
ン
田
植
祭
」

が
５
月
６
日
市
内
東
地
区
の
手
賀
組
新

田
で
行
わ
れ
、
千
葉
県
や
都
内
の
家
族

連
れ
約
２
０
０
人
や
地
元
あ
ず
ま
西
小

の
児
童
約
40
人
の
ほ
か
、
茨
城
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
選
手
2
人
も
参
加
。

昔
な
が
ら
の
手
植
え
に
よ
る
田
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。こ
の
田
植
祭
は
特
産

の
「
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
」
を
首
都
圏

へ
PR
し
よ
う
と
、
あ
ず
ま
米
産
地
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
主
催
し
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
。参
加
者
は
、
ぬ
か
る
ん
だ

泥
の
感
触
に
歓
声
を
上
げ
泥
に
ま
み
れ

に
な
り
な
が
ら
、
苗
を
楽
し
そ
う
に
植

え
て
い
ま
し
た
。

5
常
陽
銀
行
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー

こ
の
た
び
、
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店
か

ら
、
市
内
の
小
学
1
年
生
全
員
に
防
犯

ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
、
市
長
室
で
目
録

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
4-5月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

3-b

5

4-a4-b

3-a 1-b

2

1
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

堂
前
自
然
公
園
を
整
備

（
財
）都
市
緑
化
基
金
か
ら
の
援
助
を
受

け
、新
利
根
地
区「
堂
前
自
然
公
園
」で

「
森
づ
く
り（
樹
木
の
植
栽
）事
業
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。植
樹
作
業
に
は
、
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
エ
コ
メ
イ
ト

新
利
根
」
と
「
新
利
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
約
50
名
が

参
加
。ケ
ヤ
キ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
80
本
の

幼
木
が
園
内
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。参

加
者
は
強
風
で
土
煙
の
舞
う
中
、
元
気

に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

2
茨
城
GG
、快
進
撃
‼

４
月
９
日
、
日
立
市
民
球
場
で
行
わ
れ

た
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
県
大
会

に
、
わ
れ
ら
が
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー

ル
ズ
が
出
場
。市
か
ら
は
稲
敷
後
援
会

が
発
足
し
て
か
ら
初
め
て
結
成
さ
れ
た

応
援
団
が
球
場
に
駆
け
つ
け
、
大
き
な

声
援
で
チ
ー
ム
の
勝
利
を
願
い
ま
し
た
。

試
合
は
鹿
島
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
に
対
し
５

対
３
で
勝
利
。そ
の
結
果
出
場
し
た
、

北
関
東
大
会
（
５
月
14
日
）
で
は
伊
勢
崎

硬
建
ク
ラ
ブ（
群
馬
）に
１
対
０
で
勝
ち
、

全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

3
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

浮
島
和
田
公
園
で
、
今
年
で
14
回
目
と

な
る
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」
４
月

1-a
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第3回　小
お
野

の
川
がわ

はじめさん

小野川さんのプロフィール
42歳で水墨画を書き始める。自
分の作品を理解してくれる人に絵
を渡しながら、日本全国、世界各
地を旅し続ける。
●稲敷市柴崎303番地2／HPhttp:// 
www.h2.dion.ne.jp/~hajime/

今月は、人との出会いを求めて世界
各地をさすらう水墨印象画家の小野
川はじめさん（柴崎）です。これまで
世界12か国を訪問。譲った作品数
約1,500点。全世界で2,000枚の作
品を目標に旅を続けています。

☆
水墨画を始めたきっかけは？
自分はひらめきでいつも行動してい
るんだな。若い時大きな病気にかか
って、人生終わりかなと思ったとき
に頭に浮かんだのが「筆」だったん
だな。まだ駆け出しの頃、個展をひ
らいたら、こんな表現をする人は日
本にはいないといわれた。実際はど

うなのかと、世界を回ってみようと
思ったんだ。だから今、筆を持ちな
がら世界を旅しているんだよ。
小野川さんにとって絵とは
絵はあくまでも表現なんだな。絵を
描くというより、心で感じるままに
表現する。書こうとすると小手先の
技術になってしまうんだな。そんな
のは生きていない作り物なんだな。
　絵は、墨を摺っているときが勝負。
その時、集中して自分の中のイメー
ジとぴったり合った時、筆を持つ。
その間合いとタイミングが重要なん
だな。
出会いを求めて世界を巡る

僕は人との出会いを求めて世界を旅
し、それで感じたことを作品にして
いるんだな。人でも動物でも昆虫で
も物でも、自分が感動したものを作
品に表現すれば、同じように感動し
てくれる人がいるはずなんだな。そ
ういう人に作品を差し上げれば、次
の世代に受け継いでもらえる。
今後の目標を教えてください？
自分はこれから先、何年生きられる
かわからない。死んでからも自分の
作品を持つ者同士が地球規模で出会
って話ができるような、そんな出会
いの架け橋になるような温もりのあ
る作品を生み出し続けたいんだな。

稲 敷 で 生 き る 人 々

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーター
を募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応
募ください。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整します。）

わが故
ま ち
郷の味、発見の旅へ…no.11

いなしきうまいもん

大盤振舞い！
Present
15名
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300-059550

親
子
６
代
、１
５
０
年

伝
統
の
和
菓
子
づ
く
り
の
味

写真手前の「かぼちゃ金
きん

扇
せん

」は6月中の期間限定商品です。

○郵便番号
○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○わたしのオススメ！
　うまいもん
○広報稲敷の感想

皆
さ
ん
の
ご
来
店
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お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
和
菓
子
づ
く
り

今
回
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
、
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ぼ

ち
ゃ
パ
イ
や
上
生
菓
子
な
ど
で
有

名
な
東
郷
菓
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戸
張
）さ
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で
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業
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今
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ら
約
１
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前
、
江
戸
時
代
の
安
政
元
年
。現

在
は
６
代
目
の
東
郷
和
之
さ
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引
き
継
い
で
い
ま
す
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お
店
の
こ
だ
わ
り
は
、
北
海
道

産
の
小
豆
を
は
じ
め
と
す
る
厳
選

素
材
と
、
い
つ
も
で
き
た
て
の
お

菓
子
を
提
供
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
、

朝
早
く
か
ら
大
変
な
毎
日
だ
そ
う

で
す
。一
日
に
作
る
お
菓
子
、
そ

の
数
約
１
５
０
０
個
。忙
し
い
と

き
は
５
０
０
０
個
近
く
を
造
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
っ
て
！

5月5日で2歳になった皐人はお庭で
サッカーが大好き。子育ては毎日が驚
きと発見でいっぱいです。今日はおい
しい和菓子を味わってみたいな。

今月のレポーター
林三紀さん皐

こう
人
と
くん（松山）

東郷菓子舗

お
す
す
め
の
お
菓
子
は
？

お
す
す
め
は
や
は
り
「
か
ぼ
ち
ゃ

パ
イ
」。で
き
た
て
を
食
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
生
地
が

サ
ク
サ
ク
と
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た「
か
ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
ア
」の
期 

間
限
定
商
品
「
か
ぼ
ち
ゃ
金き
ん

扇せ
ん

」

も
お
す
す
め
。か
ぼ
ち
ゃ
の
切
り

口
が
扇
の
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、
特
産
の

江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
逸
品
で
す
。

東郷菓子舗さんから「お菓子詰め
合せ」を提供していただきました。
読者の方15名様にプレゼントし
ます。はがきでご応募ください。
お一人様一通とさせていただきま
す。締切6月16日（金）消印有効。
当選者の発表は引換券の発送を
もってかえさせていただきます。

☎029-892-2608
稲敷市江戸崎甲2690番地
OPEN 午前9時〜午後7時
毎週水曜日定休

和
菓
子
作
り
に
挑
戦
！

ム
ズ
か
し
か
っ
た
で
す
。

関東
つくば銀行
関東
つくば銀行

ＪＡ稲敷ＪＡ稲敷

大正橋大正橋

東郷菓子舗東郷菓子舗

ショッピン
グセンター
パンプ 
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

こころの健康相談

市では、こころの健康相談を行ってい
ます。精神的につらいと感じた時や心
の病気のことなど、ひとりで悩まずお

気軽にご相談ください。また、ご家族
からのご相談もお待ちしています。
　また、精神科に通院している方で、
病気や日常生活に対する不安、経済的
な不安などについても、ご相談をお受

けしています。
日程：毎月2回（会場など詳細は広報紙に

掲載しています）午後1時30分〜3時
30分まで／申込：予約制です。実施会
場まで電話で予約してください。

運動教室
申込：予約制。会場へ申込む。
7月5日（水）、19日（水） 体力アップ教室 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター
7月3日（月）、24日（月） 体力アップ教室 午前10時〜11時30分 東保健センター
7月14日（金）、21日（金）、28日（金） リフレッシュ教室 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター
7月12日（水） ウォーキング教室 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター

健康教室
定員：各50名／申込：予約制。会場へ申込む。
7月6日（木）、13日（木）、27日（木） 高脂血症予防教室 午後2時〜3時30分 ふれあいセンター
7月4日（火）、18日（火） しぼれ! 体脂肪 午後2時〜3時30分 ふれあいセンター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申込む。
7月7日（金） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 江戸崎保健センター 要予約
7月27日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 ふれあいセンター 要予約
7月27日（木） こころのリハビリ 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター 要申込

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。7月実施分は6月20日（火）から受付け。
7月4日（火） 麻しん風しん混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
7月10日（月） 三種混合 午後1時30分〜2時 東保健センター 要予約
7月13日（木） 三種混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
7月27日（木） BCG 午後1時30分〜2時 東保健センター 要予約

乳幼児健診・育児教室
申込：対象者には通知。申込み不要。／※6〜7か月児育児教室の受付は、午前10時までにお願いします。
7月5日（水） 3〜4か月児健診 午前9時30分〜9時45分 江戸崎保健センター 個人通知
7月5日（水） 9〜10か月児育児教室 午後1時15分〜1時45分 江戸崎保健センター 個人通知
7月7日（金） 3〜4か月児健診 午前9時30分〜9時45分 ふれあいセンター 個人通知
7月7日（金） 9〜10か月児育児教室 午後1時15分〜1時45分 ふれあいセンター 個人通知
7月11日（火） 3歳児健診 午後1時〜1時20分 江戸崎保健センター 個人通知
7月12日（水） 2歳児歯科健診 午後1時〜1時20分 桜川保健センター 個人通知
7月14日（金） 1歳6か月児健診 午前9時15分〜9時45分 ふれあいセンター 個人通知
7月19日（水） 3歳児健診 午後1時〜1時20分 東保健センター 個人通知
7月26日（水） 2歳児歯科健診 午前9時15分〜9時30分 東保健センター 個人通知
7月28日（金） 1歳6か月児健診 午後1時〜1時20分 桜川保健センター 個人通知

子育て教室「キッズクラブ」
内容：親子で楽しく遊ぶ教室です。／時間：午前10時〜11時30分／申込：予約制。ふれあいセンターへ申込む。※初
めて参加する方は3日前までにお申込みください。
7月4日（火） 桜川保健センター 7月10日（月） 東保健センター
7月18日（火） 江戸崎保健センター 7月27日（木） ふれあいセンター

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
7月13日（木） 住民健康相談 午前10時〜11時 桜川保健センター 直接来所

検診
詳しくは「保健事業のお知らせ」を参考にしてください。（3月下旬配布済）／会場へ予約ください。
7月11日（火）、12日（水）、13日（木） 総合健診 午前7、8、9、10時 東保健センター 要予約
7月18日（火）、19日（水）、20日（木） 総合健診 午前7、8、9、10時 桜川保健センター 要予約
7月31日（月） 婦人科検診 正午〜 ふれあいセンター 要予約
8月1日（火） 婦人科検診 正午〜 根本共同利用施設 要予約
8月2日（水） 婦人科検診 正午〜 新利根いこいのプラザ 要予約

検診（予約）
詳しくは「保健事業のお知らせ」を参考にしてください。（3月下旬配布済）／会場へ予約ください。
予約期間＝7月3日（月）〜5日（水）	
7月31日（月）〜8月2日（水） 婦人科検診 ふれあいセンター
予約期間＝7月10日（月）〜14日（金）
8月5日（土）〜8月7日（月） 総合検診 江戸崎保健センター

献血
血液が不足しています。ご協力お願いします
7月27日（木） 献血 午前9時30分〜11時30分 市役所東庁舎
7月27日（木） 献血 午後1時30分〜4時 アピタ佐原東店
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

6月の開館（室）日

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
     1 2	 3
	 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28	 29 30 31

■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、6
月27日休室
■新利根・桜川図書室：毎週月曜
日休室
●開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

新着図書（図書館）
「町長選挙」奥田
秀朗、「壊れかた
指南」筒井康隆、

「夜の公園」川上
弘美

富士」山本一力、「しいちゃん日記」群
ようこ、「棄霊島上・下」内田康夫、「焼
きそばうえだ」さくらももこ　ほか

江戸崎図書室

臨時休館
システム整備のため、5月31日（水）

を臨時休館とさせていただきます。
新着図書

「生協の白石さん」白石昌則、「白州次
郎〜占領を背負った男」北康則、「10
年後の日本」日本の論点編集部、「少年
に奪われた人生」藤井誠二、「医者以前
の健康の常識」平石貴久　ほか

市立図書館

子ども映画会
題名：「スプーンおばさん（1〜6話）」
あらあら小さくなっちゃった／なくな
ったぼうし／ドッキリいちごとり／ほ
か3話／日時：6月10日（土）、11日

（日）午後2時〜（上映時間60分）／申込：
当日、図書館カウンターへ申込む／定
員70名
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
日時：6月25日（日）午後2時〜
6月の展示
「ハイキング･山歩きの本」
自然を楽しみながら山歩きができるコ
ースや日帰りで楽しめるハイキングを
紹介した本を展示します。ぜひ、お役
立てください。
新着図書

「木もれ陽の街で」諸田玲子、「背負い

図書館・公民館図書室の
利用カードが共通に

6月1日より市立図書館と市内3か所
の公民館図書室がネットワークで結ば
れます。これにより利用カードが統一
され、市立図書館の「図書館利用カー
ド」一枚で、すべての施設で貸出や返
却ができるようになります。
　そのため、現在公民館図書室の利用
カードをお持ちの方は、市立図書館の
利用カードに変更する手続きが必要と
なります。（市立図書館のカードをお持ち

の方は手続きの必要はありません。）

図書館利用カードを作るには？
市立図書館や公民館図書室で、申請書
に必要事項を記入し手続きをしてくだ
さい。即日カードを発行します。（各公

民館図書室での受付は6月1日から）

必要書類：本人であることの確認のた
め身分証（健康保険証、運転免許証、学生

証など）

スポーツ

軟式野球大会

第2回稲敷市民軟式野球大会が3月
26日、4月2日、16日の3日間、新
利根野球場や江戸崎野球場、江戸崎中
学校グラウンドで行われました。大会
へは市内の軟式野球のチーム13チー
ムの約200人が参加。熱戦を繰り広げ
ました。
大会結果
▽優勝＝Maybe（写真1）、準優勝＝新
利根ファイターズ、3位＝新撰組、ミ
ルキークイーンズ

少年野球大会

第14回チューリップ杯争奪稲敷市少
年野球大会が、4月15日、16日の2
日間、市内の桜川運動公園多目的グラ
ウンドや江戸崎運動公園野球場、沼田
野球場を会場に開催されました。大会
には市内外から少年野球チーム24チ
ームが参加し、優勝めざして競い合い

▽優勝＝茎崎ファイターズ、準優勝：
龍ヶ崎ジャイアンツ、第3位：江戸崎
レッドスターズ、第4位：佐原ジュニ
アナイツ

ピラティス教室募集

ピラティスとは、ヨガやバレエなどを
取り入れたストレッチ運動で、体のバ
ランスを整え理想的な身体をつくる運
動です。教室で美しいボディーを手に
入れましょう。

日時：7月6日から8月21日までの毎
週木曜日、午後7時30分から8時30
分／場所：江戸崎総合運動公園体育館
サブアリーナ／参加費：2,000円（教
室初日に徴収）／申込：江戸崎体育館
に電話で申込む。受付は6月14日（水）
〜／定員：40名
●江戸崎体育館tel.029-892-8661

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

1 2-a写真提供：Maybe

ました。また大
会の始球式（写

真2）を、茨城ゴ
ールデンゴール
ズの片岡安祐美
さんが務め、日
ごろ鍛えた力強
い投球を見せ、
会場を沸かせま
した。
大会結果

2-b
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下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

春
暁
の
吉
野
に
降
り
し
旅
に
あ
り	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

う
ら
声
で
マ
ダ
ム
恋
猫
し
か
り
つ
け	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

女
下
駄
揃
え
な
お
し
て
春
の
寺	

永
長
小
夜（
古
渡
）

花
の
種
蒔
く
鍬
づ
か
い
や
わ
ら
か
に	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

蕗
を
煮
る
醤
油
厨
に
か
お
り
け
り	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

軽
快
な
リ
ズ
ム
刻
ん
で
田
植
え
か
な	

高
須
湖
城（
浮
島
）

暮
れ
の
春
た
だ
ひ
た
す
ら
に
草
の
中	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

箱
笛
に
シ
ャ
ワ
ー
水
遣
り
一
苦
労	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

リ
ラ
冷
え
や
一
日
篭
り
て
書
に
耽
る	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

予
科
練
生
江
戸
崎
出
身
の
武
田
進
一
飛
行
帽
凛
々
し
き
遺
影
を
拝
す	

内
田
君
代（
沼
田
）

小
野
川
に
漁
せ
る
人
も
見
ぬ
ま
ま
に
近
頃
水
も
澄
み
ゆ
く
ら
し
も	

鈴
木
栄（
大
宿
）

山
間
の
畑
に
葱
苗
植
え
お
れ
ば
あ
ち
こ
ち
に
鳴
く
鶯
の
声	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

春
風
に
落
ち
た
る
さ
く
ら
花
二
輪
盃
に
か
ざ
り
て
心
も
春
に	
山
本
彰
治（
高
田
）

ベ
ラ
ン
ダ
の
こ
ぼ
れ
餌
誰
に
聞
き
た
る
や
今
朝
も
来
て
食
む
二
羽
の
子
雀	
渡
辺
あ
い（
荒
宿
）

催さ
い

花か

雨あ
め

あ
が
り
て
今
朝
は
さ
く
ら
ば
な
寒
の
長
さ
を
ま
る
め
て
咲
い
て	

田
中
は
つ
み（
蒲
ケ
山
）

窓
遠
く
青
き
筑
波
嶺
見
ゆ
る
日
は
秘
め
事
め
き
て
心
と
き
め
く	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

く
れ
な
ゐ
に
染
ま
る
う
な
ぢ
に
散
る
さ
く
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
宴
も
更
け
行
く	

海
老
原
菊
男（
上
根
本
）

ふ
た
た
び
は
巣
に
帰
る
な
く
な
お
遠
く
飛
び
ゆ
く
ら
ん
か
見
送
り
て
佇た

つ	

川
村
と
み（
堀
川
）

花
冷
え
に
め
げ
ず
古
木
に
桜
咲
き
里
は
に
ぎ
は
ふ
春
を
迎
え
り	

坂
詰
よ
し
の（
柴
崎
）

寒
暖
を
行
き
つ
戻
り
つ
ゆ
る
や
か
に
春
の
息い

吹ふ
き

を
肌
へ
に
覚
ゆ	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

離
れ
住
む
娘こ

の
優
し
さ
の
届
き
く
る
わ
が
身
を
案
じ
電
話
に
語
ら
う	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

両
親
は
短
命
な
れ
ど
吾
は
九
十
歳
長
命
く
れ
た
父
母
偲
ぶ	

大
山
求（
神
宮
寺
）

碑
の
蔭
や
わ
ら
か
き
花
の
寺「
英
哉
・
阿
城
」偲
ぶ
こ
こ
ろ
に	

永
長
小
夜（
古
渡
）

モ
チ
ー
フ
が
あ
る
と
呼
ぶ
か
ら
庭
へ
出
て
ふ
た
り
で
仰
ぐ
春
宵
の
月	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

寺
庭
の
茶
会
楽
し
む
人
ら
見
ゆ
逝
き
し
娘
重
ね
法
要
を
待
つ	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

夫
の
い
ぬ
ひ
と
り
の
部
屋
の
広
く
し
て
寒
夜
の
風
が
ガ
ラ
ス
戸
鳴
ら
す	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

菩
提
寺
に
ひ
と
き
わ
高
き
娑
羅
の
木
を
見
上
げ
て
夫
の
法
要
を
待
つ	

柴
崎
文
子（
町
田
）

日
記
に
も
書
き
た
く
な
き
こ
と
あ
り
し
日
は
頁
の
余
白
に
思
い
を
閉
じ
込
む	

根
本
邦
子（
押
砂
）

「
貧
し
く
ば
よ
く
働
け
」と
言
っ
て
い
た
舅
の
墓
辺
を
ひ
と
り
掃
除
す	

山
根
三
千
人（
西
代
）

紅
白
の
梅
咲
き
匂
う
寺
庭
を
掃
く
僧
ひ
と
り
鶯
の
鳴
く	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

「
宇
宙
行
き
切
符
下
さ
い
」夢
じ
ゃ
な
い
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
無
事
の
帰
還
は	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

背
に
受
け
る
風
の
青
さ
え
春
め
き
て
足
取
り
軽
く
ペ
ダ
ル
踏
む
な
り	

糸
賀
き
み
子（
市
崎
）

南
北
朝
時
代
に
入
り
、
暦
応
元

年
（
延
元
三
、
１
３
３
８
）
九
月
、

南
朝
の
中
心
で
あ
っ
た
北き
た

畠ば
た
け

親ち
か

房ふ
さ

が
東
条
浦
（
桜
川
地
区
）
に

漂
着
し
ま
し
た
。親
房
は
神
宮

寺
城
、
阿
波
崎
城
で
北
朝
軍
と

戦
い
ま
し
た
が
間
も
な
く
落
城
、

小お

田だ

治は
る

久ひ
さ

を
頼
っ
て
小
田
城
へ

逃
れ
ま
し
た
。こ
の
間
、
高
田

神
社
の
神
主
千せ
ん

田だ

氏
や
周
辺
の

村
々
の
名
主
が
親
房
に
味
方
し

て
い
ま
す
。永
徳
元
年
（
１
３
８

１
）
椎
塚
の
善ぜ
ん

吉き
ち

寺じ

（
時
宗
）
の

僧
供
阿
と
普ふ

光こ
う

寺じ
（
天
台
宗
）
の

永
仙
は
、
南
朝
に
与
力
し
て
斬ざ
ん

罪ざ
い

に
あ
っ
た
13
名
の
名
主
の
霊

を
弔
っ
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
期
は
、
こ
の
地
域
に

文
化
が
定
着
し
た
時
期
で
も
あ

り
ま
し
た
。信
太
荘
佐
倉
郷
古ふ
っ

渡と

は
、東
条
古
渡
と
と
も
に「
鎌

倉
河
岸
」
と
呼
ば
れ
、
鎌
倉
と

の
恒
常
的
な
交
通
が
開
か
れ
て

お
り
、
行
き
来
す
る
人
び
と
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
宿し
ゅ
くで
し

た
。観か
ん

応の
う

の
擾
じ
ょ
う

乱ら
ん

（
足
利
尊
氏
が

弟
直
義
を
殺
害
し
た
事
件
）後
、こ

の
宿
に
天
台
宗
の
学
僧
什じ
ゅ
う
か
く
覚
が

き
て
談
義
を
し
て
い
ま
す
が
、

「
宿
中
の
お
と
な
が
思
い
思
い

に
壇だ

ん

那な

に
な
っ
た
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

什
覚
は
こ
の
談
所
を
天
台
宗

円え
ん

密み
つ

院い
ん

と
し
て
整
備
し
、
上
総

長
南
に
移
っ
て
い
ま
す
が
、
円

密
院
に
は
当
時
の
姿
を
伝
え
る

文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

根
宿
・
瑞ず
い
し
ょ
う
い
ん

祥
院
（
臨
済
宗
）
は

観
応
三
年
（
１
３
５
２
）
夢む

窓そ
う

疎そ

石せ
き

の
弟
子
、
黙も
く

翁お
う

禅ぜ
ん

師じ

が
開
い

た
と
伝
え
ま
す
。

　

延
文
二
年
（
１
３
５
７
）
管か
ん

天て
ん

寺じ

の
裏
山
に
は
阿
弥
陀
三
尊
の

板
碑
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
君
山
に
は
熊
野
堂
の
あ
っ
た

こ
と
も
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、

上
君
山
の
安あ
ん

福ぷ
く

寺じ

（
天
台
宗
）、

下
君
山
の
光こ
う

蔵ぞ
う

寺じ

（
現
在
は
廃

寺
）
は
南
北
朝
合
一
の
翌
年
明

徳
四
年
（
１
３
９
３
）
の
創
建
を

伝
え
ま
す
。沼
田
・
吉き
ち
じ
ょ
う
い
ん

祥
院
の

阿
弥
陀
如
来
立
像
は
鎌
倉
時
代

末
か
ら
南
北
朝
期
、
瑞
祥
院
の

阿
弥
陀
三
尊
立
像
、
羽
賀
・
東と
う

耀よ
う

寺じ

の
大
日
如
来
坐
像
は
南
北

朝
時
代
の
制
作
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

至
徳
二
年
（
１
３
８
５
）
以
降
、

信
太
荘
は
小
田
氏
の
手
を
離
れ

上
杉
憲の
り

方か
た

の
支
配
と
な
り
、
関

東
管
領
上
杉
氏
と
被
官
関
係
を

結
ん
だ
土と

岐き

原は
ら

氏
や
臼う
す

田だ

氏
が

信
濃
国
（
長
野
県
）
か
ら
移
り
住

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
４
回

江
戸
崎
地
区
の
仏
教
文
化

　
　
　
〜
南
北
朝
時
代
〜

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
内
山
純
子

え
ら
れ
、
山
内
上
杉
氏
の
被
官

と
し
て
活
動
し
、
羽
賀
に
館
を

置
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

延
徳
二
年
（
１
４
９
０
）
土
岐

原
景か
げ

成な
り

は
、
東
と
う
し
ゅ
う
し
ゅ
う
ど
う

州
周
道
を
招
請

し
、曾
祖
父
秀ひ
で

成な
り
・
祖
父
憲の
り

秀ひ
で
・

父
景か
げ

秀ひ
で

の
冥
福
を
祈
り
、
菩ぼ

提だ
い

所し
ょ

と
し
て
管
天
寺
（
曹
洞
宗
）
を

ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

瑞祥院の阿弥陀三尊立像

東耀寺の大日如来坐像

管天寺の釈迦如来坐像

覚叡譲状案（円密院文書）

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
岐
原
氏
は
、
信
太
荘

惣そ
う

政ま
ん

所ど
こ
ろを

最
初
の
手
が
か

り
と
し
て
、
東
条
荘
、
河

内
郡
に
も
勢
力
を
広
げ
、

江
戸
崎
城
主
と
し
て
こ
の

地
域
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。臼

田
氏
は
嘉か

慶け
い

元
年（
１
３
８

７
）上
杉
憲の
り

定さ
だ

か
ら
布
佐

郷
（
美
浦
村
）
に
所
領
を
与



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽4月から担当が2名となりました。二人とも広報を受け持って7年目。旧町村時代か
らの長い付き合いで、少々新鮮味に欠ける体制での広報紙作りとなりました。が、そこはベテラン
2人、ゴールデンウィーク中の出勤命令にも嘆いたりぼやいたりすることなく（？）、冷静に業務を
こなすことができました。（坂本）　▽「イナビト」で取り上げて欲しい方と「うまいもん」のレポー
ター、どちらも大募集しています。と、先月と同じことを書きましたが、本当に待ってます。（G4出）
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常陽銀行常陽銀行

ショッピングセンター新利根ＣＯＭショッピングセンター新利根ＣＯＭ

堂前自然公園堂前自然公園
新利根川新利根川堂前橋堂前橋

国
道
４
０
８
号

国
道
４
０
８
号

至 成田至 成田

茨城銀行茨城銀行

　初夏のこの季節、水と緑にあふれた
「カエルの楽園」で、新利根川のゆった
りとした流れを見ながら、のんびりと
したひと時を楽しんでみてははいかが
でしょうか。

堂前自然公園は、柴崎・堂前地区の新
利根川沿いに整備された公園で、農業
用水の浄化と排水先の霞ヶ浦の水質保
全を目的として、県営農村地域水質保
全対策事業により平成12年度に完成
しています。
　水質浄化の仕組みは、微生物による
水質浄化と水生植物による自然浄化を
組み合わせたもので、自然の自浄力を
利用したものとなっています。
　3.6ヘクタールの園内には、水車小

屋を模した管理棟を含む農業用水の浄
化施設のほか、水生植物の生える水路
と池、季節を彩る花木、緑地の散策路
やあずまやなどがあり、親水公園的環
境を合わせ持っています。
　地域住民の憩いの場としてゴミの収
集や除草などの美化活動を地元のボラ
ンティアグループが行っていて、４月
にはボランティアによる植樹作業も行
われ、ケヤキ、クヌギなど80本の幼木
が園内に植えられました。（P10参照）

ぶら〜り・稲敷　no.12　カエルの楽園・堂前自然公園の巻



7月2日（日）環境美化運動の日
「霞ヶ浦清掃大作戦」も実施！

7月2日（日）は、「関東地方環境美化運動の日統一美化キャ
ンペーン一斉清掃日」です。地域の環境美化のため、市内一斉
の清掃作業を行います。また、霞ヶ浦と流入河川の環境保全
のための「霞ヶ浦清掃大作戦」も兼ねて実施します。
　皆さんのご協力をお願いします。
※昨年は 5 月の開催でしたが、今年度から 7 月に実施します。

●市生活環境課（桜川庁舎）tel.029-892-2000（内線 4400）

■実施日
　7月2日（日）午前8時開始（少雨決行）
　事前に、各区長を通じて可燃・不燃（金属類・ビン類）のごみ袋を配付します。

■ごみ搬入
　午前8時30分〜10時（10時より回収作業を行います。）

■注意事項
　ごみの分別をお願いします。
　搬入時間以外に搬入したものは、回収できませんので注意してください。
　粗大ごみの回収はしませんので、収集場所に持ち込まないでください。
　ご家庭からの不燃物・可燃物は持ち込めません。

■指定収集場所
最寄りの収集場所まで、各地区で運搬してください。
※各地区の公民館、集落センターなどをお借りいたしますの
で、よろしくお願いいたします。

江戸崎区
江戸崎庁舎
荒野生活改善センター
羽賀公民館
君賀コミュニティーセンター
沼里コミュニティーセンター
月出里公民館
佐倉公民館
鳩崎コミュニティーセンター
高田コミュニティーセンター
桑山公民館

新利根地区
上郷公民館
根本共同利用施設
根本5区共同利用施設
角崎狸穴共同利用施設
曽根共同利用施設
新利根庁舎
南部共同利用施設
いこいのプラザ
太田下共同利用施設
堀川共同利用施設

桜川地区
尾島公民館
浮島中央集落センター
戸前農村集落センター
三次親水公園
古渡コミュニティセンター
羽生公民館
大杉神社駐車場
神宮寺集落センター
山来会館
甘田公民館

東地区
橋向田園都市センター
東庁舎
佐原組新田農業集落センター
八筋川田園都市センター
上須田農村集落センター
阿波崎農村集落センター
本新公民館
幸田集落センター
市崎集落センター
清水新田団地センター


